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●町ケーブルテレビで 
　地上デジタル放送の整備を進めています……Ｐ2～3 
●楽しいイベントに賑わった２日間 
　　　　　西会津ふるさとまつり………………Ｐ4～5 
●住民税が大きく変わります……………………Ｐ6 
●長年にわたる功績をたたえ 
　　自治功労者表彰・感謝状贈呈………………Ｐ7

　恒例の「桐ゲタ健康マラソン大会」が、１１月５日の 
ふるさとまつり最終日に行われました。 
　参加者は、普段あまりはくことのない桐ゲタをガムテ 
ープなどで足にしっかりと固定しレースに臨みました。 
　朝もやのかかった町内には、参加者が鳴らす桐ゲタの 
カタコトという音が響きわたりました。 
　ゴール後参加者は、振舞われたナメコ汁を口にしなが 
ら、家族や友人たちとレースでのがんばりをたたえ合っ 
ていました。 

朝もやのなか、ゲタが鳴り響く 朝もやのなか、ゲタが鳴り響く 
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地上デジタル放送の整備を進めています 

            ○
暮
ら
し
に
役
立
つ
デ
ー
タ
放
送
 

　
デ
ー
タ
放
送
に
よ
り
、
交
通
情
報
や
天
気
予
 

報
、
お
料
理
の
レ
シ
ピ
な
ど
、
暮
ら
し
に
役
立
 

つ
最
新
情
報
を
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
 

す
。
 

  ○
電
子
番
組
表
 

　
リ
モ
コ
ン
を
使
っ
て
、
テ
レ
ビ
画
面
上
の
番
 

組
案
内
か
ら
好
き
な
番
組
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
 

ま
す
。
 

　
ド
ラ
マ
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
見
た
い
ジ
ャ
ン
ル
 

を
選
ん
だ
り
、
知
り
た
い
情
報
を
簡
単
に
検
索
 

し
た
り
で
き
ま
す
。
 

    　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
さ
れ
て
も
、
従
 

来
か
ら
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
引
き
続
き
放
送
さ
 

れ
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
平
成
　
年
７
月
 

　
日
で
放
送
が
終
了
さ
れ
ま
す
。
 

             　
映
像
や
音
声
を
０
と
１
の
デ
ジ
タ
ル
信
号
に
 

置
き
変
え
て
放
送
す
る
の
が
デ
ジ
タ
ル
放
送
で

す
。
 

　
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
比
べ
て
、
ど
こ
の
 

地
域
で
も
受
信
障
害
の
少
な
い
高
品
質
映
像
と
 

音
声
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
い
つ
で
も
必
要
 

な
情
報
が
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
放
送
な
ど
高
度
な
 

放
送
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
さ
れ
ま
す
。
 

     ○
高
画
質
・
高
音
質
 

　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
臨
場
感
あ
る
画
像
や
Ｃ
Ｄ
 

並
み
の
高
音
質
に
よ
る
放
送
が
楽
し
め
ま
す
。
 

　
デ
ジ
タ
ル
方
式
な
の
で
テ
レ
ビ
画
像
が
二
重
 

写
し
に
な
る
「
ゴ
ー
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
受
信
 

障
害
も
な
く
な
り
ま
す
。
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地上デジタル放送の整備を進めています 
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◆退任 
　　１１月３０日付で３名の方が退任されました。 
　　　■収入役　　　　橋谷田　征喜さん 
　　　■代表監査委員　佐藤　達雄さん 
　　　■教育委員　　　松崎　好延さん 
 
◆任命 
　　１０月５日付で教育委員長が任命されました。 
　　　■教育委員長　　矢部　征男さん 
　　１０月１５日付で教育長が任命されました。 
　　　■教育長　　　　長谷川　隆夫さん（再任） 

特別職の退任及び任命 

長谷川　隆夫さん 
（安座） 

矢部　征男さん 
（松峯） 

             Ａ
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ａ
 

　
　
Ｔ
Ｖ
パ
ス
ス
ル
ー
対
応
）
で
見
る
こ
と
が
 

　
　
で
き
ま
す
。
 

　
　
対
応
し
て
い
る
テ
レ
ビ
に
は
次
の
よ
う
な

　
　
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
ま
す
。
 

          Ａ
　
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
だ
け
で
は
、
地
上
デ
ジ

　
　
タ
ル
放
送
は
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

　
　
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
パ
ス
ス
ル
 

　
　
ー
対
応
）
に
買
え
換
え
る
か
、
ア
ナ
ロ
グ
 

　
　
テ
レ
ビ
で
見
る
た
め
に
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
 

　
　
ビ
専
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
（
Ｓ
Ｔ
Ｂ
）
が
必
要
 

　
　
と
な
り
ま
す
。
 

　
　
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
、
福
島
テ
レ
ビ
、
福
島
 

　
　
中
央
テ
レ
ビ
、
福
島
放
送
、
テ
レ
ビ
ユ
ー
 

　
　
福
島
の
６
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま
す
。
 

     Ａ
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
 

　
　
レ
ビ
使
用
料
の
追
加
料
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

  【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
情
報
課
情
報
通
信
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
４
４
６
１
 

　
　
テ
レ
ビ
回
線
を
通
じ
て
、
再
送
信
す
る
Ｃ
 

　
　
Ａ
Ｔ
Ｖ
パ
ス
ス
ル
ー
方
式
で
行
い
ま
す
。
 

     Ａ
　
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
番
組
内
容
は
、
従
来
の
 

　
　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
同
じ
で
す
。
 

　
　
た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
デ
ー
タ
放
 

　
　
送
や
電
子
番
組
表
な
ど
を
利
用
で
き
ま
す
。
 

     Ａ
　
地
上
波
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
、
Ｎ
 

         　
　
従
来
の
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
、
地
上
 

　
　
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
 

　
　
ま
せ
ん
。
 

     Ａ
　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
に
つ
い
て
は
、
国
の
法
律
 

　
　
に
よ
り
平
成
　
年
（
２
０
１
１
年
）
７
月
 

　
　
　
日
で
放
送
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
 

　
　
い
ま
す
。
 

　
　
そ
れ
ま
で
は
、
今
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
 

　
　
も
放
送
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
は
デ
ジ
 

　
　
タ
ル
放
送
の
み
の
放
送
に
な
り
ま
す
。
 

　
　
そ
れ
ま
で
に
テ
レ
ビ
の
買
い
替
え
や
専
用
 

　
　
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
用
意
す
る
な
ど
の
準
備
を
 

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。
 

      Ａ
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
 

　
　
放
送
波
を
受
信
し
、
各
家
庭
へ
ケ
ー
ブ
ル
 

45

23

24



4

 　
①
は
大
賞
・
１
位
、
②
は
金
賞
・
 

　
２
位
、
③
は
銀
賞
・
３
位
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕
 

【
文
化
祭
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
】
 

　
▽
絵
画
Ⅰ
①
伊
藤
て
る
子
②
佐
藤
 

　
ハ
ル
ミ
③
黒
澤
京
子
▽
絵
画
Ⅱ
①

　
石
本
澄
子
②
新
田
禮
子
③
武
藤
マ
 

　
ツ
イ
▽
書
道
①
川
上
甫
②
渡
部
豊
 

　
四
郎
③
渡
部
浩
子
▽
写
真
①
秦
敬
 

　
輔
②
新
田
透
③
和
久
井
由
紀
子
②
 

　
和
久
井
ス
ミ
子
③
薄
定
雄
▽
手
芸
 

　
①
星
多
恵
子
②
清
野
フ
ミ
③
笠
間
 

　
朋
子
、
物
永
葉
子
、
鈴
木
系
子
、
 

　
須
藤
暢
子
▽
俳
句
（
「
み
ん
な
の
 

　
広
場
」
で
掲
載
）
▽
川
柳
①
武
藤
 

　
新
一
②
和
久
井
正
己
③
井
上
雪
子
、
 

　
小
野
木
柳
山
 

【
商
工
ま
つ
り
部
門
】
 

　
▽
観
光
写
真
展
①
大
竹
隆
一
②
和
 

　
久
井
正
己
③
薄
定
雄
 

【
健
康
福
祉
ま
つ
り
部
門
】
 

◆
老
人
作
品
展
◆
 

　
▽
民
・
工
芸
品
①
五
十
嵐
チ
イ
子
 

　
②
佐
藤
一
友
③
須
藤
一
▽
手
芸
品
 

　
①
八
幡
喜
代
子
②
玉
木
サ
ダ
ノ
③

　
伊
藤
シ
ン
▽
書
・
絵
・
句
①
三
留

　
ト
シ
②
武
藤
マ
ツ
エ
③
鈴
木
律
子

　
▽
陶
芸
①
小
柴
ト
ミ
エ
②
三
留
絹
 

　
枝
③
笠
間
敏
子
 

◆
心
身
障
が
い
者
作
品
展
◆
 

　
①
機
能
回
復
訓
練
生
②
グ
ル
ー
プ
 

　
ホ
ー
ム
の
ぞ
み
③
渡
部
シ
ズ
エ
 

【
農
業
ま
つ
り
部
門
】
 

　
▽
穀
類
①
長
谷
沼
勉
②
佐
藤
正
 

　１１月４日、５日の２日間にわたり、さゆり 
公園で恒例の西会津ふるさとまつり（第２１回 
西会津の文化と産業祭）が開催されました。 
　初日は、サッカー元日本代表の金田喜稔さん 
を迎えてのファミリーサッカースクールや子ど 
もに大人気のボウケンジャーショー、２日目に 
は健脚自慢が集まった桐ゲタ健康マラソン大会 
や新記録が誕生した桐ゲタ投げ全国大会など、 
多彩なイベントが開催されました。 
　２日間とも好天に恵まれ、町内外から約２２, 
０００名の方がさゆり公園を訪れ、ふるさとま 
つりは大賑わいでした。 

いよいよ、ふるさとまつりの開幕です 

桐ゲタを鳴らしながらの力走 

金田喜稔さんをコーチに迎えて 
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③
佐
藤
勘
一
▽
野
菜
類
①
岩
橋
伝
 

　
②
佐
藤
廣
子
、
三
留
イ
ネ
③
新
澤
 

　
豊
二
、
宇
多
川
洋
、
斎
藤
フ
ジ
子
 

　
▽
果
実
類
①
二
瓶
栄
喜
②
渡
部
咲

　
子
▽
菌
茸
類
①
小
原
行
平
②
野
原
 

　
勇
一
③
田
崎
眞
平
▽
競
作
①
野
原
 

　
光
義
、
小
柴
利
光
、
杉
原
辰
徳
 

【
桐
ゲ
タ
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
】
 

　
▽
一
般
男
子
①
田
代
竜
二
②
鈴
木
 

　
英
明
③
込
山
茂
▽
壮
年
男
子
①
小
 

　
島
正
人
②
渡
辺
福
佳
③
森
正
信
▽
 

　
中
学
男
子
①
佐
藤
卓
②
長
谷
川
浩
 

　
兵
③
仲
川
晶
▽
一
般
女
子
①
井
上
 

　
貴
子
②
渡
辺
千
寿
③
飯
塚
則
子
▽
 

　
小
学
生
①
斎
藤
優
哉
②
佐
藤
弘
喜
 

　
③
渡
部
福
生
▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
①
青
 

　
津
仁
・
奈
菜
②
佐
藤
由
美
子
・
麻
 

　
衣
③
新
田
康
弘
・
亜
美
 

【
桐
ゲ
タ
投
げ
全
国
大
会
】
 

　
▽
一
般
男
子
①
上
野
朝
章
②
星
光
 

　
輔
③
佐
藤
正
一
▽
女
子
①
鴇
巣
麻
 

　
也
②
山
崎
り
え
③
佐
藤
由
美
子
▽

　
少
年
男
子
①
井
上
宗
知
②
長
谷
川
 

　
貴
則
▽
小
学
男
子
①
二
瓶
広
大
②

　
斎
藤
槇
③
雅
楽
川
俊
▽
小
学
女
子
 

　
①
塩
田
夏
葉
②
鈴
木
成
美
③
鈴
木
 

　
亜
美
 

【
桐
ゲ
タ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
】
 

　
▽
男
子
込
山
茂
▽
女
子
佐
藤
由
美
 

　
子
▽
小
学
生
鈴
木
成
美
 

【
町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
】
 

　
①
上
小
島
Ｃ
②
芝
草
Ｂ
③
上
野
尻
 

　
Ａ
、
寿
Ｂ
 

 

子どもに大人気のパープルさん 

新記録をめざして、渾身の一投！！ 
こんしん 

アルビレックスチアリーダーズが観客を魅了 

紅晴美さんも熱唱 

▲力作ぞろいの展示コーナー 

昔話に聞き入った民話茶屋 ▲
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税源移譲及び定率減税の廃止による所得税・住民税負担の変化（総務省試算） 
年間の給与収入が３００万円（独身）の方の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円） 

 

区　分  

所得税  

住民税  

平成17年（度）分  

定率減税額 

24,800 

9,700

 

年税額　 

124,000 

64,500

 

負担額　 

99,200 

54,800

※一定の社会保険料が控除されているものとして計算しています。 

※所得税はその年（１月～１２月）の所得に係るもの、住民税はその年度分（６月～翌年５月）の徴収税額 

平成18年（度）分  

定率減税額 

12,400 

4,900

 

年税額　 

124,000 

64,500

 

負担額　 

116,000 

59,600

平成19年（度）分  

定率減税額 

0 

0

 

年税額　 

62,000 

126,500

 

負担額　 

62,000 

126,500

           　
住
民
税
に
は
、
納
税
者
が
均
等
の
 

額
に
よ
っ
て
負
担
す
る
「
均
等
割
」
 

と
、
そ
の
人
の
所
得
金
額
に
応
じ
て
 

負
担
す
る
「
所
得
割
」
の
２
つ
が
あ
 

り
ま
す
。
 

　
通
常
、都
道
府
県
の
税
で
あ
る「
都
 

道
府
県
民
税
」
と
市
区
町
村
の
税
で
 

あ
る
「
市
区
町
村
民
税
」
を
あ
わ
せ
 

て
住
民
税
と
呼
び
ま
す
。
　
 

　
こ
れ
ま
で
、
住
民
税
の
所
得
割
額
 

に
つ
い
て
は
、
所
得
の
状
況
に
応
じ
 

て
、
３
段
階
の
税
率
が
設
定
さ
れ
て
 

い
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
６
月
か
ら
 

は
、
こ
れ
を
所
得
の
多
い
少
な
い
に
 

関
わ
ら
ず
一
律
の
　
％
に
統
一
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
住
民
税
所
得
割
の
一
律
化
に
 

伴
い
、
所
得
税
の
税
率
と
区
分
も
見
 

直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
 

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
税
が
増
え
 

て
も
所
得
税
が
減
る
た
め
に
、
納
税
 

者
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
 

せ
ん
。
 

　
総
務
省
の
試
算
で
は
、
給
与
収
入
 

      ３
０
０
万
円
の
独
身
者
の
場
合
、
年
 

額
６
万
４
　
５
０
０
円
の
住
民
税
に
 

所
得
税
か
ら
６
万
２
　
０
０
０
円
が
 

移
行
さ
れ
、
合
計
　
万
６
　
５
０
０
 

円
の
住
民
税
額
に
な
る
計
算
と
な
り
 

ま
す
。
 

  　
こ
れ
ま
で
地
方
公
共
団
体
は
、
国
 

が
国
税
と
し
て
集
め
た
財
源
の
中
か
 

ら
国
庫
補
助
金
を
受
け
て
行
政
を
執
 

行
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
 

で
は
、
自
主
性
の
高
い
行
財
政
運
営
 

を
行
う
こ
と
は
難
し
い
も
の
が
あ
り
 

ま
し
た
。
 

　
「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
 

と
い
う
方
針
の
も
と
進
め
ら
れ
て
い

る
、
い
わ
ゆ
る
「
三
位
一
体
改
革
」

に
よ
り
、
よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
え
る
よ
う
、
国
税
か
ら
地
方

税
へ
、
税
そ
の
も
の
の
形
で
３
兆
円

の
税
源
を
移
譲
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

　
こ
の
税
源
移
譲
は
、
地
方
公
共
団
 

体
が
自
主
的
に
財
源
確
保
を
行
い
、
 

住
民
に
と
っ
て
、
真
に
必
要
な
行
政
 

サ
ー
ビ
ス
を
、
自
ら
の
責
任
で
よ
り
 

効
果
的
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
も
の
 

で
す
。
 

          　
平
成
　
年
度
分
の
住
民
税
及
び
平

成
　
年
分
所
得
税
よ
り
、
定
率
減
税

の
額
が
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。
 

　
住
民
税
に
つ
い
て
は
住
民
税
額
の
 

７
　
５
％
（
最
高
２
万
円
）
、
所
得

税
に
つ
い
て
は
所
得
税
額
の
　
％
相
 

当
額
（
最
高
　
万
５
　
０
０
０
円
）
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

　
※
昨
年
ま
で
は
、
住
民
税
に
つ
い
 

　
　
て
は
　
％
相
当
額
（
最
高
４
万
 

　
　
円
）
。
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
 

　
　
　
％
相
当
額
（
最
高
　
万
円
）
 

　
　
で
し
た
。
　
 

　
ま
た
、
平
成
　
年
分
所
得
税
及
び
 

平
成
　
年
度
分
住
民
税
か
ら
は
、
定
 

率
減
税
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
 

減
税
分
が
負
担
増
に
な
り
ま
す
。
 

　
ほ
と
ん
ど
の
方
の
住
民
税
は
、
平
 

成
　
年
６
月
か
ら
増
額
と
な
る
見
込

み
で
す
。
 

19

12

18

18

10

12
15

19

19
19

20

25

,

.

,

,

,

10

住
民
税
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
 

平
成
　
年
か
ら
 

19
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▲
　
講
演
を
す
る
角
山
学
長（
上
）
 

 
 
と
講
演
を
熱
心
に
聴
き
入
る
 

　
　
来
場
者
 

▲ 

自治功労者表彰　　　　　　〔敬称略〕 
◆特別功労表彰 
　前町消防団長　 
　　玉　木　達　雄（梨　平） 
◆功労表彰 
　前町消防団副団長 
　　高　橋　　　清（柴　崎） 
　前町消防団第３分団長 
　　加　藤　　　勝（端　村） 
 
感謝状贈呈 
◆自治区長永年勤続者 
【５年勤続】 
　本町３自治区長　　　　斎　藤　宏　一 
　西林東自治区長　　　　斎　藤　祥　平 
　前八重窪自治区長　　　武　藤　和　夫 
　前荒木自治区長　　　　岩　橋　敬　二 
◆納税貯蓄組合長永年勤続者 
【２０年勤続】　 
　塩納税貯蓄組合長　　　伊　藤　三　枝 
　新町納税貯蓄組合長　　永　井　利　吉　 
【１５年勤続】　 
　むつみ納税貯蓄組合長　三　留　定　志 
　漆窪納税貯蓄組合長　　山　口　茂　起 
　真ケ沢第３納税貯蓄組合長　長谷川　虎　男 
【１０年勤続】　 
　萱本下村納税貯蓄組合長　秦　　　好　央 
　松尾第３納税貯蓄組合長　赤　城　和　惠 
◆福祉器具等寄贈団体に対する感謝状 
　野沢第三支会睦会 
　（結成以来２０年にわたり、社会福祉施 
　　設等に福祉器具・金員を寄贈） 

表彰状を受ける玉木達雄さん 

　
長
年
に
わ
た
り
町
の
発
展
と
振
興
 

に
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
功
績
を
た
た
 

え
る
平
成
　
年
自
治
功
労
者
表
彰
式

が
、
自
治
区
長
・
納
税
貯
蓄
組
合
長

大
会
と
あ
わ
せ
て
　
月
　
日
に
西
会

津
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
式
で
は
、
　
年
の
長
き
に
わ
た
り
 

消
防
団
の
一
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
 

前
町
消
防
団
長
の
玉
木
達
雄
さ
ん
を
 

初
め
と
す
る
３
名
の
方
に
表
彰
状
が
 

贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
自
治
区
長
や
納
税
貯
蓄
 

組
合
長
の
永
年
勤
続
者
　
名
と
福
祉

器
具
等
寄
贈
団
体
１
団
体
に
、
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
（
受
賞
者
は
左

記
の
と
お
り
）
。
 

　
ま
た
、
式
典
終
了
後
に
は
会
津
大
 

学
の
角
山
茂
章
学
長
に
よ
る
講
演
会
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

       
式
典
終
了
後
、
厚
生
労
働
省
地
域
 

提
案
型
雇
用
創
造
促
進
委
託
事
業
、
 

高
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
取
得
セ
ミ
ナ
ー
講
 

演
会
が
開
催
さ
れ
、
公
立
会
津
大
学
 

法
人
角
山
茂
章
学
長
を
講
師
に
「
中
 

山
間
地
域
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
」
と
 

題
し
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
角
山
学
長
は
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
 

で
も
、
誰
で
も
、
何
で
も
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
る
、
豊
か
な
情

報
社
会
（
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
）
」
に

つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
講
演
の
中
で
、
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
 

技
術
を
農
業
・
健
康
管
理
・
気
象
予
 

      報
な
ど
様
々
な
分
野
で
ど
う
活
か
し
 

て
い
く
か
、
そ
し
て
そ
の
技
術
を
使
 

っ
て
豊
か
な
情
報
社
会
を
形
成
す
る
 

方
法
を
、
実
際
の
事
例
を
あ
げ
、
分
 

か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
 

た
。
 

　
会
場
を
訪
れ
た
聴
講
者
は
、
現
代
 

社
会
の
中
で
の
情
報
の
重
要
性
や
こ
 

れ
か
ら
の
情
報
社
会
の
進
み
方
に
つ
 

い
て
学
び
ま
し
た
。
 

18

11

11

43

17

高
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
取
得
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会
 

講
師
　
公
立
大
学
法
人
会
津
大
学
学
長
　
角
山
茂
章
先
生
 

「
中
山
間
地
域
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
」
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骨盤周りの筋肉を鍛え、歩行時のふらつ 
きを解消します 

股関節の運動 

背中の筋肉を鍛え、よい姿勢を保ちます 

　背中の運動 

胸や腕の裏の筋肉を鍛え、「ドアを押す」 
「腕を使って起き上がる」などの生活動作 
を助けます 

腕伸ばしの運動 

はじめ おわり 

はじめ 

おわり 
はじめ 

おわり 

　町保健師、健康運動指導士、健康運動推進員が地区の集会所等に 

出向いて高齢者の生活体力の維持・向上や閉じこもり予防を支援し 

ます。 

　健康運動や講話を通して健康づくりの 

輪を広げましょう。 

【問い合わせ先】 

　保健センター　　　４７－２３０６ 

  　
筋
肉
を
貯
め
る
に
は
負
荷
を
か
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
お
馴
染
み
の
ダ
ン
ベ
ル
の
ほ
か
、

セ
ラ
バ
ン
ド
（
ゴ
ム
バ
ン
ド
）
も
お
す
す
め
で

す
。
軽
く
て
持
ち
運
び
が
楽
な
こ
と
、
筋
力
に

合
わ
せ
て
ゴ
ム
の
強
度
を
変
え
ら
れ
る
と
い
っ

た
利
点
が
あ
り
ま
す
。
 

  　
筋
肉
は
使
え
ば
貯
ま
り
ま
す
が
、
使
わ
な
け
 

れ
ば
次
第
に
衰
え
て
い
き
ま
す
。
 

　
　
歳
を
過
ぎ
る
と
筋
肉
は
年
々
萎
縮
し
、
　

歳
を
超
え
た
人
の
筋
肉
は
全
盛
期
の
７
割
以
下

に
低
下
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
「
思
い
当
た
る
病
気
も
な
い
の
に
体
が
だ
る

く
て
動
く
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
た
」「
つ
ま
ず

き
や
す
く
な
っ
た
」「
農
繁
期
よ
り
も
腰
や
膝
の

調
子
が
悪
く
な
っ
た
」
な
ど
は
筋
力
低
下
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
 

   　
男
性
よ
り
も
筋
肉
が
少
な
い
女
性
は
特
に
注
 

意
が
必
要
で
す
。
元
気
に
百
歳
を
迎
え
る
た
め
 

に
、「
ま
だ
先
の
こ
と
」と
思
え
る
　
歳
代
か
ら

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
 

   　
◆
動
か
し
て
い
る
筋
肉
を
意
識
す
る
 

　
◆
な
る
べ
く
ゆ
っ
く
り
と
動
か
す
 

　
◆
負
荷
を
か
け
て
　
回
反
復
で
き
る
 

　
◆
１
日
お
き
に
行
な
っ
て
合
間
は
十
分
な
た
 

　
　
ん
ぱ
く
質
補
給
と
休
養
を
 

　
◆
運
動
前
後
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
を
 

　
◆
血
圧
の
上
昇
を
防
ぐ
た
め
、
息
は
こ
ら
え
 

　
　
ず
吐
き
な
が
ら
動
か
す
 

　
◆
関
節
に
痛
み
の
あ
る
と
き
は
中
止
 

 　
継
続
は
力
な
り
。
冬
場
の
運
動
不
足
を
解
消

し
ま
し
ょ
う
。
 

40

40

15

70

た
 

た
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　１０月２７日、神奈川県横浜市で行われた全国ジ 
ュニアオリンピック男子Ｂ１１０ｍハードルで２位 
になった西会津中２年生の五十嵐圭くん（上野尻） 
が、１０月３１日、大会の結果報告に町長室を訪れ 
ました。 
　五十嵐くんは、昨年の同大会でも３位入賞してお 
り、自己記録の更新とともに昨年の結果を上回る活 
躍でした。 

　１１月４日、５日の２日間にわたり、町食生活改 
善推進員と宮古島市食生活改善推進員との交流会が 
町内で開催されました。 
　交流会には、町の食改２２名と宮古島市の食改７ 
名が参加し、お互いの郷土料理や創作料理を調理し、 
交流を深めました。 
　また、今後の活動の充実や活性化に役立てるため、 
食生活改善に関する情報交換も行いました。 

　
小
林
チ
ヨ
シ
さ
ん
（
山
浦
）
 

が
　
月
１
日
に
満
百
歳
の
誕
生
 

日
を
迎
え
、
山
口
町
長
か
ら
賀
 

寿
並
び
に
特
別
敬
老
祝
金
の
百
 

万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
今
年
、
町
内
で
百
歳
を
迎
え
 

ら
れ
た
方
は
、
チ
ヨ
シ
さ
ん
が
 

２
人
目
、「
百
歳
の
挑
戦
」
を
ス
 

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
平
成
５
年
 

か
ら
通
算
で
　
人
目
と
な
り
ま
 

し
た
。
 

　
長
寿
の
秘
訣
は
、
規
則
正
し
 

い
生
活
と
わ
が
ま
ま
言
わ
ず
に
 

全
て
食
べ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
 

　
　
月
　
日
、
白
坂
自
治
 

区
で
架
け
替
え
た
小
坂
橋
 

の
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
 

た
。
 

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
 

玉
開
き
の
後
、
群
岡
小
学
 

校
鼓
笛
隊
に
続
い
て
、
自
 

治
区
の
方
々
が
新
し
い
橋
 

の
渡
り
初
め
を
行
い
、
待
 

ち
に
待
っ
た
橋
の
開
通
を
 

祝
い
ま
し
た
。
 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

11

12

14

11

 
　
月
　
日
、
う
つ
く
し
 

ま
　
森
林
づ
く
り
ネ
ッ
ト
 

ワ
ー
ク
の
主
催
に
よ
る
長
 

桜
の
田
崎
眞
平
さ
ん
が
所
 

有
す
る
百
年
杉
の
伐
採
見
 

学
会
が
行
わ
れ
、
関
係
者
 

　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
お
よ
そ
　
分
で
切
り
倒
 

さ
れ
た
樹
齢
１
０
５
年
、
 

高
さ
　
　
５
ｍ
の
百
年
杉
 

は
、
今
後
道
の
駅
に
そ
の
 

一
部
が
展
示
さ
れ
る
予
定
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

10

19

21
90

30

40. も
　
り
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

力
強
く
タ
ス
キ
を
 

　
　
　
　
つ
な
い
だ
福
島
路
 

花の１区からエースの２区へ（第１中継所） 

豊島洋一監督 

   　
　
月
　
日
（
日
）
に
、
晩
秋
の
福
島
路
を
舞

台
に
第
　
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競

走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
か
ら
福
 

島
県
庁
前
ま
で
の
　
区
間
　
　
２
㎞
の
コ
ー
ス

で
、
本
町
チ
ー
ム
の
選
手
は
全
力
で
タ
ス
キ
を

繋
ぎ
、参
加
　
チ
ー
ム
中
　
位（
町
の
部
　
位
）
 

の
成
績
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
 

　
今
大
会
に
向
け
て
本
町
チ
ー
ム
は
、
　
月
５
 

日
（
木
）
の
結
団
式
か
ら
本
格
的
に
始
動
し
ま
 

し
た
。
 

　
そ
の
後
、
週
２
回
の
合
同
練
習
を
行
い
、
徐
 

々
に
チ
ー
ム
の
士
気
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。
 

　
　
月
　
日
（
金
）
の
会
津
一
周
駅
伝
競
走
大
 

会
で
６
位
、
　
月
３
日
（
金
）
の
蔵
の
ま
ち
喜
 

多
方
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
入
賞
者
が
出
る

な
ど
、
順
調
に
調
整
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
、
　
月
　
日
（
水
）
、
選
手
激
励
会
 

に
集
ま
っ
た
選
手
の
目
に
は
闘
志
が
み
な
ぎ
り
、
 

雅
楽
川
隼
人
主
将
の
力
強
い
選
手
宣
誓
で
締
め
 

く
く
り
ま
し
た
。
 

　
こ
う
し
て
迎
え
た
大
会
当
日
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
選
手
た
ち
は
力
強
く
福
島
路
を
駆
け
抜

け
、
昨
年
の
タ
イ
ム
を
5
分
　
秒
短
縮
し
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。
 

　
本
町
チ
ー
ム
は
、
中
高
校
生
を
中
心
と
し
た
 

若
い
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
今
大
会
 

で
経
験
を
積
ん
だ
選
手
の
さ
ら
な
る
飛
躍
が
期
 

待
で
き
ま
す
。
 

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
温
か
い
応
援
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
、
今
後
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
 

11

1918

16

53

10

10

20

1111

15

13
45

23

96.

       　
選
手
一
人
一
人
が
エ
ー
ス
と
い
う
自
覚
を
持

っ
た
個
人
練
習
と
チ
ー
ム
の
和
を
重
視
し
た
合

同
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
 

　
大
会
で
は
、
そ
の
成
果
が
充
分
得
ら
れ
た
と

満
足
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
先
に
進
む
に
は
、
練
習
し
か
他
に
な
い
こ
と

を
、
選
手
は
良
く
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
選
手
、
コ
ー
チ
、
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
応
援

い
た
だ
い
た
町
民
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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勝負どころの坂を、軽快に駆け上る！（第３区） 

根本　雅彦さん 
（１３区） 

佐藤　郁美さん 
（１５区） 

１　　　　区 
（４．０㎞） 
２　　　　区 
（８．３㎞） 
３　　　　区 
（５．７㎞） 
４　　　　区 
（７．３㎞） 
５　　　　区 
（６．４㎞） 
６　　　　区 
（８．３㎞） 
７　　　　区 
（５．４㎞） 
８　　　　区 
（５．４㎞） 
９　　　　区 
（３．０㎞） 
１０　　　区 
（９．２㎞） 
１１　　　区 
（３．９㎞） 
１２　　　区 
（７．０㎞） 
１３　　　区 
（４．８㎞） 
１４　　　区 
（５．７㎞） 
１５　　　区 
（３．４㎞） 
１６　　　区 
（８．４㎞） 

塚　原　愛　唯 
（西会津中３年） 
伊　藤　徳　晃 
（会津高２年） 
荒　海　春　樹 
（西会津中３年） 
雅楽川　隼　人 
（㈱アズール） 
薄　上　紘太郎 
（喜多方高１年） 
斎　藤　正　利 
（西会津町役場） 
伊　藤　寛　朗 
（西会津中２年） 
岩　原　　　隼 
（西会津中２年） 
渡　部　美　樹 
（西会津中３年） 
渡　部　貴　之 
（自衛隊宮城多賀城） 
五十嵐　美　紀 
（西会津高２年） 
田　崎　雄　也 
（JUKI会津㈱） 
根　本　雅　彦 
（西会津消防署） 
伊　藤　　　司 
（西会津中３年） 
佐　藤　郁　美 
（西会津中２年） 
江　川　正　樹 
（にしあいづ福祉会） 
豊　島　洋　一 
長谷川　辰　男 
片　浦　清　孝 

１５分５５秒 
 
２９分２５秒 
 
２０分４２秒 
 
２７分０３秒 
 
２１分３１秒 
 
３０分１２秒 
 
１９分４２秒 
 
１８分３９秒 
 
１３分０７秒 
 
３２分５８秒 
 
１７分３４秒 
 
２６分０４秒 
 
１６分４４秒 
 
２１分４４秒 
 
１３分３７秒 
 
２９分２０秒 

監　　　　督 
コ　ー　チ 
コ　ー　チ 

　ただ今、公民館では、出前講座の申込みを受け付け 
ています。この講座は、皆さんの自主的な生涯学習へ 
の取り組みを手助けするものです。ぜひ、冬期間の地 
区活動等に一環として、この機会にお申し込みくださ 
い。 
 
◇講座内容（学習内容） 
　歴史・俳句・手芸・ダンス・ニュースポーツ等 
　何でも相談してください。 
 
◇講座の開講手順 
　①地区等で学習したい内容を決めてください。 
　②自治区長または公民館部長部員等を通して公民館 
　　へ申し込んでください。 
　③公民館では、学習内容に適した講師を地区の集会 
　　所等へ派遣します。 
　※講師謝礼は、規定の範囲内で公民館が負担します。 
 
【問い合せ先】 
　町公民館　　４５－３２４４ 
　新郷分館　　４７－２３０１ 
　奥川分館　　４９－２００１ 

総合４５位（町の部２３位） 
５時間５４分１７秒 

（敬称略） 
区　　間 選　手　名 タ　イ　ム 

                        　
８
回
目
の
出
場
と
な
っ
た
今
大
会
は
、
思
い

入
れ
の
強
い
大
会
で
し
た
。
昨
年
は
、
ケ
ガ
で

出
場
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
年

こ
そ
は
と
、練
習
に
励
み
ま
し
た
。そ
の
結
果
、
 

大
会
で
は
良
い
成
績
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ケ
ガ
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と

感
じ
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、こ
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
 

も
っ
と
上
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

                        　
今
年
初
め
て
出
場
し
た
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
。
 

　
昨
年
は
、
脚
の
故
障
で
走
る
こ
と
が
で
き
ず

に
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
 

　
そ
れ
で
、
今
年
　
区
を
任
せ
ら
れ
た
時
は
、
 

本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
 

　
大
会
で
は
、
自
分
の
走
り
が
で
き
な
か
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
悔
し
さ
を
晴
ら
す
た

め
に
、
来
年
も
出
場
し
た
い
で
す
。
 

15
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みんなの広場 みんなの広場 
小
柴
　
幸
世
 

　
　
〔
戸
　
中
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 

　
今
月
は
、
上
野
好
恵
さ
ん
（
井
谷
）
に
お
薦
め
の
一
冊
を
ご
紹
介
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
「『
日
本
の
神
話
　
国
生
み
・
神
生
み
の
物
語（
小
島
瓔
禮
作
・
筑
摩 

書
房
）
日
本
の
神
話
を
子
ど
も
た
ち
に
話
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、
お
父 

さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。
』
　 

　
ど
ん
な
本
か
と
尋
ね
る
と 

　
「
日
本
と
い
う
国
が
ど
う
や
っ
て
で
き
た
か
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
日 

本
古
来
の
神
話
の
本
で
す
。
因
幡
の
白
ウ
サ
ギ
や
素
戔
嗚
尊
（
す
さ
の 

お
の
み
こ
と
）
と
八
岐
大
蛇
（
や
ま
た
の
お
ろ
ち
）
の
対
決
の
話
な
ど
、 

お
馴
染
み
の
神
話
が
で
て
き
ま
す
。
」 

　
「
と
あ
る
漫
画
家
の
話
で
、
日
本
の
神
話
は
教
科
書
で
は
習
わ
な
い 

と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
う
言
わ
れ
れ
ば
親
に
聞
い
た 

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
学
校
の
授
業
で
は
習
わ
な
か
っ
た
な
と
思
い
、
神 

話
の
本
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
」 

と
読
み
始
め
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
き
っ 

と
こ
う
い
う
話
を
知
ら
な
い
で
し 

ょ
う
か
ら
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ 

ん
が
教
え
て
欲
し
い
な
と
思
い
ま 

す
。 

　
文
章
が
苦
手
と
い
う
方
は
、
同 

じ
内
容
で
漫
画
の
『
古
事
記
（
石 

ノ
森
章
太
郎
作
・
中
央
公
論
社
）』 

を
お
勧
め
し
ま
す
。
子
ど
も
と
一 

緒
に
読
む
と
い
い
か
な
と
思
い
ま 

す
。
」 

と
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　二瓶　和恵さん（11月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　これからも、娘共々よろしくお 
願いします。 

あなたの趣味は？ 
　音楽鑑賞 
 
あなたの特技は？ 
　散髪 
 
熱中していることは？ 
　ジャニーズにはまってます 
 
あなたのモットーは？ 
　初心忘れるべからず 

自分を一言で表現するとしたら？ 
　負けず嫌い 
 
これからやってみたいことは？ 
　家族で旅行に行きたいです 
 
最近感動したことは？ 
　仲間ができたこと 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｍ．Ｋさん（小清水） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？ 

『
愛
犬
モ
モ
』
　 

　
「
今
は
も
う
ず
い
ぶ
ん
大
き
く
な
っ 

　
　
て
、
１
月
１
日
で
４
歳
に
な
り
ま 

　
　
す
。
我
が
家
の
癒
し
、
愛
犬
モ
モ 

　
　
で
す
。
」 



13

↓
 

45

45

20

13

27

45

22

12

16

12

12

31

10

                   　
「
自
分
の
農
地
は
自
分
の
土
地
な
 

の
だ
か
ら
、
許
可
や
届
出
な
ど
を
し
 

な
く
て
も
、
自
由
に
売
っ
た
り
、
貸
 

し
た
り
、
宅
地
や
駐
車
場
に
し
た
り
 

で
き
る
の
で
は
？
」
と
思
っ
て
い
る
 

方
は
い
ま
せ
ん
か
。
 

　
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
農
地
法
に
 

基
づ
く
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
 

で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

　
①
農
地
を
売
買
ま
た
は
貸
し
借
り
 

　
　
す
る
と
き
 

　
②
自
分
の
名
義
の
農
地
を
他
の
目
 

　
　
的
で
利
用
（
転
用
）
し
た
い
と
 

　
　
き
 

　
③
他
人
の
名
義
に
な
っ
て
い
る
農
 

　
　
地
を
買
っ
た
り
借
り
た
り
し
 

　
　
て
、他
の
目
的
で
利
用（
転
用
）
 

　
　
し
た
い
と
き
 

　
申
請
書
の
受
付
の
締
め
切
り
は
毎
 

月
　
日
で
す
。
 

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
業
委
員
会
事
務
局
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
４
５
３
１
 

   　
経
済
産
業
省
で
は
、
　
月
　
日
現

在
で
、
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
 

　
こ
の
調
査
は
、
工
業
の
実
態
を
明
 

ら
か
に
し
、
工
業
に
関
す
る
施
策
の
 

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
 

　
今
回
の
調
査
は
簡
易
調
査
で
、
従
 

業
者
４
人
以
上
の
事
業
所
が
調
査
の
 

対
象
と
な
り
ま
す
。
 

　
　
月
中
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
皆

さ
ん
の
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。
調
査
内
容
は
、
統

計
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
総
務
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
１
 

   　
町
で
は
、
　
月
　
日
か
ら
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
る
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
 

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
、
正
確
か
つ
迅
速
な
 

事
務
処
理
で
戸
籍
の
作
成
が
で
き
る
 

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
戸
籍
謄
本
は
全
部
事
項
証
 

明
、
戸
籍
抄
本
は
個
人
事
項
証
明
に
 

名
称
が
変
わ
り
、
横
書
き
と
な
り
見
 

や
す
く
な
り
ま
す
。
 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
情
報
課
町
民
生
活
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
５
 

   　
労
災
保
険
法
の
時
効
に
よ
り
労
災
 

保
険
に
請
求
で
き
る
機
会
が
消
滅
し
 

た
方
の
た
め
、
本
年
３
月
に
「
石
綿
 

に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
 

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
本
年
３
月
　

日
よ
り
受
付
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

◆
給
付
内
容
 

　
石
綿
救
済
法
の
特
別
遺
族
給
付
金
 

◆
注
意
点
 

　
遺
族
補
償
給
付
を
受
け
る
権
利
は
、
 

　
時
効
に
よ
り
労
働
者
が
死
亡
し
た
 

　
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
で
 

　
消
滅
し
ま
す
。
 

　
平
成
　
年
３
月
　
日
以
降
、
時
効
 

　
と
な
る
方
で
未
請
求
の
方
は
、
労
 

　
災
保
険
法
も
特
別
遺
族
給
付
金
も
 

　
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
労
働
基
準
監
督
署
 

　
　
０
２
４
１
│
　
│
４
２
１
１
 

                   　
福
島
行
政
評
価
事
務
所
で
は
、「
情
 

報
公
開
法
や
個
人
情
報
保
護
法
っ
て
 

ど
う
い
う
法
律
で
す
か
？
」「
開
示
請
 

求
し
て
も
開
示
さ
れ
な
い
情
報
っ
て
 

あ
り
ま
す
か
？
」
「
個
人
情
報
の
訂
 

正
・
利
用
停
止
請
求
は
ど
の
よ
う
に
 

し
た
ら
で
き
ま
す
か
？
」
な
ど
の
情
 

報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
 

疑
問
に
お
答
え
す
る
た
め
、
情
報
公
 

開
・
個
人
情
報
保
護
総
合
案
内
所
を
 

設
置
し
て
い
ま
す
。
 

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

福
島
行
政
評
価
事
務
所
 

　
　
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
案
内
所
 

　
　
０
２
４
│
５
１
５
│
０
１
９
３
 

そ
の
他
の
刑
法
犯
 

万
引
き
 

自
動
車
盗
 

オ
ー
ト
バ
イ
盗
 

自
転
車
盗
 

自
動
販
売
機
ね
ら
い
 

車
上
ね
ら
い
 

ひ
っ
た
く
り
 

そ
の
他
の
侵
入
盗
 

事
務
所
荒
し
 

忍
込
み
 

出
店
荒
し
 

空
き
巣
 

強
盗
 

全
刑
法
犯
合
計
 

喜多方警察署からのお知らせ 
　喜多方警察署管内では、１０月中５２件の犯 

罪が発生しており、そのうち２件が西会津町で 

発生しています。 

　内訳は、盗まれたものはありませんでしたが、 

公務所の建物に窓を壊されて侵入されたほか、 

自動販売機が壊され、現金が盗まれました。 

西会津町市内街頭犯罪発生状況（平成１８年１０月分） 

喜多方署管内 
西会津町内 

52 
2
　 3 1 　 5 　 　 1 4 

1
12 2 1 3 20 

1

区　　分 

お詫びと訂正 
　先月号のＰ８の記事のなかで、通勤手当（月額）、自 
家用車利用者の場合の項目に誤りがありました。 
（誤） 
　２３，０００円～４４，９００円 
 
（正） 
　　２，３００円～４４，９００円 
　訂正し、お詫びします。 
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目　黒　保　志（30）正　保　　子　　9町内2 
飯　嶋　アヤ子（58）民　雄　　妻　　10町内 
佐　藤　ハ　ツ（95）彌　市　　母　　下野尻 
五十嵐　シノブ（86）　勉　　　母　　滝　坂 
佐　藤　久　雄（73）橋本修次　　父　　新　町 

人　口　　８，５７１人　　　－　８人 
　男　　　４，１２３人　　　＋　１人 
　女　　　４，４４８人　　　－　９人 
世　帯　　２，９４２世帯　　±　０世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

山　口　美　悠ちゃん　伸一・和子　　１町内 

武　藤　香　絵ちゃん　洋一・玲子　　9町内1 

橋　本　美　空ちゃん　浩樹・真弥　　下小屋 

佐　藤　　　秀く　ん　実・瑞穂　　　上野尻 

橋谷田　真　緒ちゃん　和弘・早百合　上野尻 

平　野　美　穂ちゃん　義則・泉　　　下野尻 

佐　藤　慎　悟く　ん　秀一・千代美　宝　川 

會　澤　拓　己く　ん　和義・知里　　漆　窪 

ゆう み 

え か 

く み 

しゅう 

お ま 

ほ み 

ご しん 

み たく 

橋谷田　和　洋　　４町内 
日　下　真　希　　喜多方市 
 
西　田　　　仁　　安　座 
岩　原　祐　美　　７町内 
 
佐　藤　　　厚　　向　原 
遠　藤　雅　子　　会津若松市 

◆日時　12月 7日（木） 

　　　　　　27日（水） 

　　　　午前９時～ 

◆場所　老人憩の家 

◆電話　４５－４２５９ 

12月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○固定資産税第４期 
○土地改良区償還賦課金第３期 

○介護保険料第７期 

12月11日（月） 納期限 

12月25日（月） 納期限 

1月 4日（木） 納期限 

小 野 病 院  
医療生協きたかた診療所 
ク リ ニ ッ ク 高谷  
浜 崎 小 児 科医院  
志 波 医 院  
有 隣 病 院  
大 竹 内 科  
佐藤内科小児科医院 
佐 藤 病 院  
山 口 皮 ふ 科医院  
寿 松 堂 渡 辺医院  
佐 原 病 院  
君島内科消化器科クリニック 
福西内科小児科医院 
わたなべクリニック 
石 田 眼 科 医 院  
県 立 喜 多 方病院  
くまたクリニック 
増 戸 内 科 医 院  
いとう子どもクリニック 
あみウィメンズクリニック 
星 医 院  
小 野 病 院  
有 隣 病 院  
佐 原 病 院  
県 立 喜 多 方病院  
小 野 病 院  
坂下厚生総合病院 
有 隣 病 院  

0241（22）0414 
0241（23）3611 
0242（27）3680 
0242（27）0951 
0242（22）0289 
0241（24）5021 
0241（22）0241 
0242（27）3786 
0242（26）3515 
0242（28）9119 
0242（83）3125 
0241（22）5321 
0241（24）5800 
0242（26）3666 
0242（24）0506 
0242（27）0858 
0241（22）2181 
0241（28）1233 
0242（25）4876 
0242（27）4601 
0242（37）1456 
0242（83）2136 
0241（22）0414 
0241（24）5021 
0241（22）5321 
0241（22）2181 
0241（22）0414 
0242（83）3511 
0241（24）5021

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 
喜多方市 
喜多方市 
喜多方市 
喜多方市 
喜多方市 
会津坂下町 
喜多方市 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

喜多方市 
会津若松市 
猪苗代町 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 

小 汲 歯 科 医 院  
平山歯科矯正歯科 
佐 藤 歯 科 医 院  
さ い と う 歯 科  
酒 井 歯 科 医 院  
み ゆ き 歯 科  
北 見 歯 科 医 院  
シ ン ド ウ 歯 科  
あ き ら 歯 科医院  
駅 前 佐 藤 歯 科  
佐 藤 歯 科 医 院  
真宮歯科クリニック 
佐 藤 歯 科 医 院  
栗 城 歯 科  
佐 藤 歯 科 医 院  
渡 部 （ 博 ）歯科  

0241（22）0154 
0242（27）0425 
0242（62）3055 
0242（29）4618 
0242（83）1582 
0242（22）0220 
0241（22）4350 
0242（22）1363 
0241（24）5097 
0242（24）8387 
0242（83）2348 
0242（58）0418 
0241（22）0394 
0242（24）6711 
0241（22）0344 
0242（22）1124

10 
（日） 

17 
（日） 

23 
（日） 

24 
（日） 

31 
（日） 

1/1 
（月） 

1/2 
（火） 

1/3 
（水） 

17 
（日） 

23 
（土） 

24 
（日） 

1/1 
（月） 

31 
（日） 

30 
（土） 

29 
（金） 

1/2 
（火） 

1/3 
（水） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

12月16日（第３週）受付時間11時まで 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

10 
（日） 


